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文化芸術振興計画
有識者会議#3
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1.今回の検討範囲と、前回の課題の確認
2.アンケート速報結果について報告
3.計画骨子案の協議
4.団体ヒアリングについて
5.今後のスケジュール
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1.今回の検討範囲と
課題の対応状況の確認
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今回の検討範囲
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①経緯・
ビジョン

共有

②現状調査
・分析に関する

検討

③計画全体像・
骨子(フレーム)の検討

④調査結果の分析
基本方針/施策
/目標値等の検討

⑤素案検討
（肉付け）

調査実施
（アンケート実施完了・

団体等へのヒアリング実施予定）

今回はココ
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前回の有識者会議で示された主な意見
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意見 今後の対応

有
識
者
会
議

文化芸術に関する情報がバラバラに発信されているので、集約
されると良い。

情報発信の施策において、情報収集す
る取組を明示する

文化芸術を活用していくことも見据えて、海外に向けた発信も
必要ではないか。古民家で日本の文化を体験する環境やそれに
関する情報があると子どもたちの日常環境も変えていくのでは
ないか。

海外に向けた発信は目的を整理し、今
回の計画に組み込むか検討する必要が
ある

経済的な支援があることを示していくのが良いと思う。若い世
代にとって、バンド活動等の練習や発表する場、ライブの運営
費用等、活動団体として登録して市から支援を受ける仕組みが
構築できると良い。

市民団体等の活動支援は、現在、パル
テノン多摩で財団が行っている。若年
層へ特化する支援は、今後、検討する
必要性がある

子ども若者に重点を置く計画とするならば、文化芸術に触れた
人たちが次に作り手になりたいときに支援できる施策があると
良い。

若いアーティスト等への支援の施策で
整理する

部活動の地域移行に関する動きについても記述を検討されると良
い。

教育部局より、部活動地域移行に向け
た動きの共有を行う。
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2.アンケート速報結果
について報告
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（１） 調査期間
令和６年４月１5日（月）～６月5日（水）

（２） 調査方法
・URL、QRコードで誘導されるＷＥＢの回答専用フォーム
・公共施設（市役所本庁舎、公民館、KITAKAIさんぽ館、パルテノン多摩）

におけるアンケート案内チラシおよび回答用紙、回収BOXの設置
・無作為抽出により、1５歳～39歳の住民へアンケート案内チラシを送付
・市内の小中学校や近隣大学へのアンケート案内チラシ配布

等
（３） 対象年齢

15歳以上

（４） 回答数 320件

（５） 回答結果 参考資料【多摩市文芸アンケートv03_240619_編集済】を参照

アンケート実施概要

7



Copyright © 2024 TAMA City All rights reserved

アンケート結果（年齢と性別）
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調査数

あなたの年齢は次のうちどれにあたりますか

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

320 31 33 33 35 56 32 21 11 19 13 7 9 3 17

100.0 9.7 10.3 10.3 10.9 17.5 10.0 6.6 3.4 5.9 4.1 2.2 2.8 0.9 5.3

調査数

あなたの性別は次のうちどれにあたりますか

女性 男性 その他 無回答

320 192 101 5 22

100.0 60.0 31.6 1.6 6.9
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アンケート結果（市に求める施策）
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市内の文化芸術を発展させるために、市はどのような施策に力を入れていくと良いと思いますか

N = 320
％

子どもが文化芸術に触
れ、学べる機会等の充実
を図ること

今までの既存の文化活動
やイベントをもっと支援
すること

訴求力のある新しいイベ
ント等を企画すること

多摩市の歴史や文化を掘
り起こし、触れる機会を
増やすこと

文化芸術に関する分野に
限らず、地域で活動して
いる方や団体等との連携
を深めること

市内施設等で活動してい
る文化団体等との連携を
深めること

文化芸術に関する情報の
発信を強化すること

発表や練習などの場・施
設の充実を図ること

障害や年齢・国籍等の有
無にかかわらず、多様な
市民が芸術文化に触れ参
加できること

市内に居住する文化芸術
に携る市民との連携を深
めること

SNS や動画・画像共有ア
プリの活用等、情報技術
の発展に則した取組を充
実すること

生成AI等、新しい技術を
文化芸術事業に活用して
いくこと

若いアーティストの支
援、担い手の育成

その他

特にない

  無回答

66.3

31.3

30.6

27.2

25.6

21.9

35.0

33.1

27.5

20.6

38.1

10.6

42.8

6.6

2.8

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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アンケート結果（子どもに向けた取り組み）
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子どもの頃から文化芸術に触れるためにはどのような取組みが必要だと思いますか

N = 320
％

学校等で音楽やダンス、
アート、演劇等を鑑賞でき
る機会をつくる

ホール・劇場や美術館・博
物館など地域の文化施設に
おける、子ども向けの鑑賞
機会や学習機会を充実させ

地域の祭りなど、地域に密
着した伝統的な文化体験の
機会をより多く提供する

学校における演劇などの創
作体験を充実させる

歴史的な建物や遺跡などに
ついて学習する機会を充実
させる

音楽祭や演劇祭など、地域
で文化的行事を開催し、文
化芸術に親しむきっかけを
提供する

音楽、舞踊、美術、華道、
茶道、書道などの習い事の
機会を充実させる

オンラインで音楽やダン
ス、アート、演劇等を鑑賞
できる機会をつくる

プロのアーティストと一緒
に表現活動を行うことがで
きる機会をつくる

文化施設で子どもが参加で
きるような体験型のワーク
ショップを行う

文化芸術にかかわる様々な
分野の専門家から話を聞く
ことができる機会をつくる

その他

特にない

  無回答

74.1

59.7

43.4

36.3

27.8

42.8

29.4

14.4

43.1

48.1

20.6

5.9

2.8

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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3.計画骨子案の協議
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現状と課題、方向性①

12

現状 現状分析/課題 施策の方向性
施
策

主な取
り組み

・各公共施設で文化芸術事業を
実施

・多くの文化芸術イベントを実
施

・パブリックアートが市内各所
にあり、街中アートイベントも
実施

・市内各所でお祭りを実施

・親子で楽しめる多くのイベン
トを実施

・子ども達は学校の行事等で芸
術に触れている。

・子ども達が継続的に文化芸術
活動を行う機会が用意されてい
る。

・趣味として文化芸術活動を行
う人やプロのアーティストなど、
様々な表現活動の担い手が、多
様な分野で表現活動を行ってい
る。

・文化団体連合や様々な活動団
体が、市内公共施設や民間施設
で活動している

・市内で行われる文化芸術活動やイベントについて市内外の人
にうまく発信できていない

・市の文化芸術コンテンツ、文化資源は海外に情報発信されて
いない、または訴求するコンテンツがない、またはあるけど再
発見されていない

・市民の鑑賞が多い分野は「映画」が大多数であり、分野を広
げる必要がある

・高校生世代はキャラクター、アニメや漫画を活用したまちづ
くり、コンテンツに訴求力を感じているが、多摩市は現状そう
ではない

・高校生世代は多摩市での文化芸術コンテンツに魅力を感じて
いない

・高校生世代は文化芸術を通して価値観の異なる人たちの連携
を必要と感じているが現状そうではない

・高校生世代は多摩市を様々な世代が関わり合えるまちにする
必要があると感じているが現状そうではない

・高校生の美術部や吹奏楽部は地域との交流を模索しているが、
現状行われていない

・親世代は子どもを連れて行こうと思う講座が公共施設で実施
されていることを重視しているが現状そうではないので改善す
る必要がある

・文化芸術に関する情報発信の不足、身近な文化芸術活動の実
施の不足を感じている親がいるので改善する必要がある

【親しみ楽しむ】
・継続して事業、イベントを実施する

・市民が多様な文化に触れられるよう、市内および近隣市で行われる
文化芸術活動に関する情報発信を強化する

・若手世代や市内外の方に訴求するイベント、コンテンツ、文化芸術
活動を増やす

・市民の創作活動につながるような、文化芸術に触れる機会（文化芸
術関係ワークショップ等）を創る

・創作活動を行い、表現できる場を充実させる

・若手世代や市内外の方に訴求するイベント、コンテンツ、文化芸術
等を創作する機会を増やす

・市外ひいては海外から訪れる方に訴求するコンテンツの創出もしく
は再発見、再プロデュース、効果的な情報発信

TAMA 
TAMAフェ
スティバ
ル、TAMA
シネマフ
ォーラム、
ハロウィ
ン、子ど
も祭り、
桜まつり、
イルミネ
ーション
点灯等の
お祭り、
コミュニ
ティセン
ター〇〇
講座

【触れる】
・公共施設などの身近な場所で親子で一緒に楽しめる文化芸術に関す
るイベントを充実させる

・子どもを持つ親への情報提供を充実させる

・学校等で文化芸術の参加もしくは発表機会を充実させる

・自主的に子ども達が文化芸術活動できる場やプラットフォームの創
出

・継続して文化芸術活動を行う子どもの割合を増やす

ファミリ
ーフェス
タ、鶴牧
東公園野
外コンサ
ート、
rock for 
chille
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現状と課題、方向性②
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現状 現状分析/課題 施策の方向性
施
策

主な取り
組み

・中高生と地域の方々がかかわ
る機会が少ない

・パルテノン多摩市民学芸員事
業において、各市民の得意分野
や興味を活かした、地域資源の
調査・展示を行っている。

・市民主体の事業として多摩シ
ネマフォーラムでは、市民が
「TAMA映画賞」を選び、表彰
式を実施

・文化芸術活動を享受する金銭的もしくは時間的余裕がないと
感じている親がいるのでサポートする必要がある

・子どもを預けて親が文化芸術活動を鑑賞するためのハードル
が高いのでサポートする必要がある

・子どもは、学校の行事での鑑賞の機会が最も多いが、それ以
外の場での文化芸術への触れ合いを創出する必要がある

・子どもが文化芸術活動に参加した機会は、学校の行事の他、
小学生では習い事、中高生ではクラブ活動が多いが、それ以外
の場での参加機会を創出する必要がある。

・継続して文化芸術活動を行っている子どもが一定数以上いる
ので、さらにその割合を増やす必要がある

・子どもが多忙で文化芸術活動ができていないことも多いので、
文化芸術活動の時間的制約を取り除く必要がある

・創作を行っている市民の割合はまだまだ少ないので、増やす
必要がある
（想定）・地域のクリエイターのコミュニティのあり方につい
て団体ヒアリングで分析
（想定）・市民の知識や技術が活かされているか団体ヒアリン
グで分析

・伝統文化の担い手の高齢化が進んでいて、担い手の育成が必
要

・文化活動などの余暇活動支援の充実と参加の推進を望む障が
い者が増加しているため、障がい者が参加できる文化活動が必
要

【つながり交流する】
・公共施設や民間施設で市民が文化芸術活動を行う場を充実する

・地域のクリエイター等が活動しやすい環境や支援を充実させる

・市内外で活動する文化芸術団体の連携を促進させる

・文化芸術を活かして子どもから高齢者まで多様な世代が関わること
のできる取組を充実する

・中高生と地域との交流機会を充実する

・障がいのある方が活動できる場を増やす、情報発信の強化を行う

文化団体連
合、多摩市
民文化祭
パルテ、公
民館、児童
館、
KITAKAIさ
んぽ館の各
文化事業

【機会がある】
（再掲）・市内外で活動する文化芸術団体の連携を促進させる
・市民の得意なことや、専門的な知識・技術をつなぐ機会を創り出す

・街中、公共施設に、市民の方の作品を日常的に展示できるスペース
を設ける

TAMAシネ
マフォーラ
ム、パルテ
ノン多摩の
演劇ワーク
ショップ等
の自主事業、
ぱらあーと
多摩市みん
なの美術作
品展
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ビジョンと施策体系（案）
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つながり交流する

文化芸術ビジョン 多様な文化芸術に、日常的に親しむくらしが街全体に広がっている

親しみ楽しむ 触れる つながり交流する 機会がある

主たる施策の方向性

文化芸術を表現する環境の充実 乳幼児期から文化芸術に触れら
れる場づくり

市内の多様な文化芸術団体等の交
流の促進

多彩な文化芸術に出会え、活かせる
機会を創出する

つながり交流する

施策

市民の文化
芸術活動支援

地域アーティス
トへの活動支援

文化芸術を支え
る担い手やボラ
ンティアの育成

文化芸術活動
の場の提供

文化芸術に関する情報
の収集と発信（プラッ
トフォームの構築）

多様な主体や他
の分野との連

携・交流の促進

文化芸術関係団
体の交流の促進

子どもたちの文化
芸術学習の支援

子どもたちの文化
芸術活動の支援

事業者・民間
イベント等と

の連携

市内公共施設や
公共スペースの

活用

文化芸術活動の
発表機会の充実

文化芸術イベ
ントの開催

学生・若者・障が
い者等の文化芸術
活動への参加促進

大学等との連携によ
る文化芸術の振興

子どもたちの文化
芸術体験の推進

文化芸術の鑑
賞機会の提供

文化・歴史
学習の充実

施策群、取り組みの実施によりビジョン実現

文化観光資源の
創出

中間支援機関
機能の創出

（変更案）
文化芸術を活かした多様な主体の

つながりづくり

（変更案）
文化芸術に関する情報発信の充実

体系整合調整中
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スケジュール 2024.6時点
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R5年
11月 12月

R6年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

R7年
1月 2月 3月 4月

契約

経営会議
市長

教育委員会

学育審

議会

策定
委員会

有識者
会議

市民参画

多摩市文化芸術推
進委員会

団体ヒアリング

11/27 指名業者選定委員会

12/18 契約

11/21策定委員会設置 経営会議決定

12/13策定について 協議会報告

計画策定について 子ども教育常任委員会報告

第1回 策定の進め方、アンケート案、文
化芸術ビジョン・計画フレーム等の確認

第2回 アンケート案確定、計画フレーム決定

第3回
調査結果速報
計画素案の作成

訪問調査・
アンケート実施

第2回 計画素案
骨子の協議

第4回 団体ヒアリング結果報告 計画素案協議

パブコメ

第5回
計画原案協議

第5回 団体ヒアリング結果報告
計画素案の協議

第6回（予備日）

計画原案 協議会説明

計画原案経営会議協議

子ども教育常任
委員会報告

設置要綱の決定

委員会
６月～

市長決定

第1回 策定の進め方、多
摩市の基礎データ、アンケ
ート案、文化芸術ビジョ
ン・計画フレーム等の確認

計画素案 経営会議 協議
計画案
経営会議決定

第6回 計画原案協議

計画素案 協議会報告

第7回
計画の報告

設置要綱の決定 第3回 計画素
案の協議

計画スタート

分析

市長からの協議
計画原案
定例会議案協議・回答

策定着手 学育審報告 素案 学育審意見聴取（協議案件） 学育審報告

子ども教育常任委員会報告

予備回

第4回計画素案の協議
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第4回候補日

16

7月30日（火）PM/夜
7月31日（水）AM/夜
8月8日（木）夜
8月13日（火）PM/夜
8月15日（木） PM/夜
8月19日（月）夜
8月20日（火）夜
8月21日（水）夜
8月27日（火）PM/夜
8月28日（水）AM/PM/夜
8月29日（木）PM/夜
8月30日（金）PM

都合の悪い日で挙手願います
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アンケート回答者の年齢構成
（成果指標トレースの際の若者補正の可否）
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文化芸術に関す
るアンケート調
査について（15
歳以上対象）
N=320

第40回（令和5
年度）市政世論
調査
N=1,414
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参考 日本と多摩市の年齢構成
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多摩市の人口
令和6年1月1日
住民基本台帳
N=147,776

日本の人口推計
（千人）
総務省統計局
令和6年1月確定
値
N=124,143


